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第Ⅵ部門    供用トンネルにおけるプレキャストインバートの施工事例 

                        日本サミコン㈱     正会員 〇小黒 勝之 
                         兵庫県道路公社          藤原 寿友 
                         ㈱ダイヤコンサルタント 正会員  吉田 直紹 
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1.はじめに 

兵庫県西宮北道路の盤滝トンネルは，延長 L= 
1743m，内空幅 8.8m の NATM トンネルであり，南

側抗口より 230m付近の約 10mにわたり盤ぶくれが

発生していた．対策工としては，インバート施工が

有効で確実な対策工であったが，迂回路がないバス

路線であり，12,000 台/日の交通量があるため，終日

全面通行止規制を行うことが困難であった．そのた

め，場所打ちコンクリートのインバートではなく，

夜間全面通行止め，昼間全面開放が可能なプレキャ

ストインバート(以下プレキャスト版と呼ぶ)を採用

した． 
プレキャスト版は，過去にトンネル拡幅工事で採

用された事例のみで，供用中の対面通行のトンネル

での施工事例は見当たらない．本稿では，このプレ

キャスト版の施工について報告し，今後の同種工事

の参考に資することとする． 
 
2.工事概要 

 プレキャスト版の形状は，内空断面の制約から，

横断方向に 2 分割とした．ここで 2 分割した片側の

1 部材を 1 ピースと呼ぶこととし，1 ピースを上下線

交互に設置した．設置したプレキャスト版同士は，

連結金具を介してボルト締めにより一体化させた後，

地山とプレキャスト版の空隙部を裏込めモルタルで

充填して閉合断面とした． 
施工は交通規制時間の制約から 1日 4ピースとし，

60t 吊りラフテレーンクレーンにて 18 ピース(延長

L=10.5m)を 5 日間で設置した．トンネル断面図を図

-1 に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3.プレキャスト版の製作 
 採用したプレキャスト版を写真-1に示す．1 ピー

ス当たりの形状は幅 1.15m，外周長 4.21m，厚さ

0.45m，質量は 5.4t である．構造は RC 構造とし，

複合円形状であることから，新たに鋼製型枠を製作

した．打設面はプレキャスト版の側面側とし，打設

後は蒸気養生を行い，1 日 1 ピースの製作とした．

また，連結金具，吊り金具を埋め込み，高さ調整ボ

ルト用ダクト，裏込めモルタル充填用のダクトを設

けた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.施工上の課題 

 プレキャスト版設置の概要図を図-2に示す．トン

ネル内設置のため，クレーンの揚程，旋回など作業

範囲の制限が課題となった．また，掘削～プレキャ

スト版設置～裏込めモルタル充填～埋め戻しを交通

規制時間内に行うため，主作業のプレキャスト版設

置と裏込めモルタル充填を 3.5 時間以内に終わらせ

るための使用資機材の選定，配置も課題となった．

一晩の施工サイクルタイムを表-1に示す． 
 
 

サイクルタイム 作業内容 
21:00 ～ 通行止規制開始 

21:30  ～ 23:15 仮舗装取壊し，掘削 
23:15  ～  1:15 プレキャスト版設置 
 1:15  ～  2:45 裏込めモルタル充填 
 2:45  ～  5:00 排水管取付，埋め戻し 
 5:00  ～  5:30 仮舗装復旧，後片付け 

5:30 ～ 通行止規制解除 
 

Katsuyuki OGURO,Hisatomo FUJIWARA,Naoaki YOSHIDA,Masayoshi HIRAOKA 

k-oguro@nihon-samicon.co.jp 

図-1 トンネル断面図 

写真-1 プレキャスト版 

表-1 一晩の施工サイクルタイム 

裏込めモルタル充填用ダクト 

高さ調整ボルト用ダクト吊り金具 

連結金具

厚さ

幅

外周長 

打設面
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行った．通常

ンの巻きしろ

た H 形鋼を

決した．この

整ボルト，連

と同様の手順

の施工量が確

一方，空隙部

能と交通開放

地山強度と同
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に，表-1に

の取壊し，地

工を設置した

うに準備工を

ャスト版設置

．また，所定

置できるよ

微調整時間の

機材の配置に

施工性を期待

行方向に，運

逆側に配置

の状況を示す

プレキャス

ダクトより超

た．一晩の充

ている時間は

2 台使用した

通開放の約

作業を終えた

，仮舗装，後

通開放を行っ

策･対応 

作業範囲の課

に工場におい

範囲，プレキ
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放時の強度を
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地山の掘削を
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を前日までに

置における所

定の計画高に
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の短縮を図っ

については図

待し，クレー

運搬車をプレ

した．写真-
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ト版設置完了
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充填量は約

は 1.5 時間で
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3 時間前に，
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後片付けを
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キャスト版設
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かつ流動性能

た． 
準備工とし

し，仮舗装状

ャスト版設置

を行い，覆工

仮舗装の状態

に終えること

所要時間(2.0
にプレキャス

材を設け，高

った． 
図-2に示す

ーンをプレキ

レキャスト版

-3にプレキャ

了後，写真-

縮モルタルを

5m3であり，

であるため，

うな対応をと

裏込めモル

は，排水管の

3 時間弱で行

からは，同様

ては，プレキ

行い，揚程，

設置方法の確

用すると，ク

前に製作して

使用すること

さ調整材，高

引寄せなど本

ルタイム内で

した． 
ルタルは，充

ため，初期強

能の高い超速

して，あらか

状態とした．

置前日には仮

工足付け部の

態とした．こ

とにより，プ

0 時間)を確保

スト版を迅速

高さ調整ボル

ように，効率

キャスト版設

版設置進行方

ャスト版設置

-1に示す充填

を空隙部に充

，充填に与え

高速ミキサ

とることによ

ルタル充填ま

の取付，埋め

行い，予定通

様の作業を繰

キャ

吊

確認

クレ

てお

とで

高さ

本工

の 1

充填

強度

速硬

かじ

さ

仮舗

の支

この

プレ

保し

速に

ルト

率的

設置

方向

置直

填用

充填

えら

サー

より，

まで

め戻

通り

繰り

返し

 
6.今

狭

間内

条件

寸法

ゆる

ト構

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7.お

 本

後に

だき

図-2 概要
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